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1. r一般社団法人水素エネルギー協会J設立報告

東京法務局より「一般社団法人水素エネルギー協会」

設立(設立日 7月28日)の認可を得ました。

2 行事報告

圃第 132固定例研究会

平成22年9月 10日(金)13: 00より東京大学鉄門

言己念講堂にて開催。テーマ:18也WHEC2010概要報告

と各槻fの最新動向。参加者数149名(会員 131名、非

会員 18名)。

IWHEC概要と水素利用梯|守の動向Jと題して、九

州大学大学院岡野一清氏、「軽油を用いた内燃機関用小

型水素製造器の開発についてJと題して、株式会社本田

技制糊究所本橋剛氏、 「醗酵法水素」と題して、横浜国

立大学教育人間科学部谷生重晴氏、「搬す線プローブに

よるブンゼン即むの紬戎計測方法Jと題して(独)日本

原子力研究開発機構久保真治氏、「水素貯蔵全般十窒化

ホウ素吸樹オJと題して、日本大学理工学部西宮伸幸氏、

IMH-NH3システムによる高圧水素製造Jと題して、広

島大学先進機能物質研究センター市川貴之氏、「千代田

化工の水素サフ。ライチェーン構想への聯且み」と題して、

千代田化工建設株式会社坂口順一氏、 IJXの水素エネ

ノレギ一社会実現への聯且みJと題して、 JX日鉱日石エ

ネルギー株式会社中川幸次郎氏、「都市ガスからの C02

回収を伴う水素製造と日本におけるクリーン・グリーン

水素利用についてJと題して、東京ガス株式会社亀山寛

達氏の講演がなされた。講演予稿は、本誌に資料として

掲載。 (P34-P46)

-団体会員特別見学会

平成22年9月29日(水)。岩谷瓦斯株式会社千葉工

場、東京ガス株式会社袖ヶ浦工場。参加者数23名。

3. 行事予定

下記行事を予定しています。是非ご参加ください。詳

細及び、その他の'情報については、当会ホームページをご

参照ください。(http://www.hess.jp) 

-第 133固定例研究会

平成22年 11月5日(金)午後。

東京大学鉄門言改:講堂。

-第30回水素エネルギー協会大会

平成22年 12月6日(月)、 7日 ωく)
タワーホール船堀小ホール。

特別講演、研究発表(口頭、ポスター)、懇親会o

G林田案内本誌P77)

園第 134固定例研究会

平成23年2月24日(木)午後。

東京大学鉄門記念講堂。

@協賛・後援等行事、国際会議情報

・第6回日独産業フォーラム 2010 後援

2010年 11月 18日。

ホテルオークラ東京。

-日本地熱学会平成22年度学術講演会協賛

2010年 11月24(水)日'"'"'26日(金)。

文部科学省研究交流センター

-水素先端世界フォーラム 2011 後援

2011年2月2日、 3日。

グランドハイアット福岡、九州大学伊都キャンパス0

・FCEXP02011I第7回国際水素燃料電池展J 共催

2011年 3月2日(水)'"'"'4 (金)。

東京ビッグサイト。

. MH2012 後援

2012年 10月21日'"'"'26日

京都テルサ。

4. 入退会

(平成22年6月 16日~平成22年9月 15日)

(1 )新入会

団体会員:なし

個人会員: (所属団体名)

-野中大維(株式会柏木田技術研究所)

-森岡敏博(独立行政法人産業技術総合研究所)
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-月川久義(九州|大学水素エネルギー国際研究センター)

・中道孝夫(横浜ケミカル株式会社)

学生会員:

・飯塚智(東京都市大学)

(2)退会

団体会員:なし

個人会員:笠間要、塚田岡IJ、魚住忠司、藤田貴男、

有水 5亘

学生会員:なし。

(3)その他

・団体会員登録変更

株式会社ジャパンエナジー、新日本石油株式会社、登

録取り消し。 JX日鉱日石エネルギー株式会社で、登録D

(4) 現在会員数(上言説庁入会、退会含む)

・団体会員: 58社

-個人会員: 215名(休会1名含む)

・学生会員: 11名

5. 会員勧誘のお願い

低炭素社会構築に向けた取り組みが活発なっている中

で、本会の関連する分野は更に広がってゆくと考えられ

ます。そこで、本会も更に様々な技術分野に裾野を広げ

て活動を充実させていきたいと考えております。皆様の

まわりで、水素エネルギーに興味のある方、入会していた

だきたし坊を是非ご紹介し1ただきたくお願いいたします。

詳細は事務局にお問い合わせください。

6. 広告掲載のお願い

本会会誌および水素エネルギー協会大会予稿集に掲載

する広告を募集しております。

会誌掲載(年4回発行)は、1.8万円/(頁・号)

年間でお支払いの場合は、 7万円/(頁・年)とします。

水素エネルギー協会大会予稿集掲載は 3.5万円/頁です。

ご希望の方は事務局までご連絡ください。
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連絡先:水素エネルギー協会事務局

久保田純(事務局長)、米富美登代

干113・8656東京都文京区本郷7す 1

東京大学大学院工学系研究科

化学システム工学専攻堂免・久保田研究室内

(工学部五号館622号室)

TEL. FAX03・5841・1866

E-m訂1secretarv@hess.;p 

URL www.hess.;p 

合合***女*********合合*安*合*女******合*合合***合合合*合合*******

訂正

水素エネルギーシステムVOL.34，NO.4 (2009) 24・30

「高圧水素の輸送にかかわるコストとエネルギー効率J

圏分裕一

26頁左カラム 1行目に誤りがありましたので、下記の

通り訂正いたします。

[正]FCVの燃費:100km/kg同H2(全て乗用車と想定)

I調 FCVの燃費:100km/Nm3-H2 (全て乗用車と想定)
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